
東北地区（国立大学法人等）での技術職員研修の企画について

東北大学 総合技術部 副部長 伊東久美子

コアファシリティ統括センター（兼）
農学研究科・農学部技術部技術長

分析・評価・観測群（電子顕微鏡）



・Ｈ2.3：東北大学農学部水産学科卒業

・Ｈ2.4：本当は潜水士になる予定だったが、民間のサルベージ会社の内定を断り面

接を受け、大学に教務職員として残ることになる。農学部の植物病理学研

究室に配属となり、植物病原菌・ウイルスの遺伝子解析支援に従事。

・H18.4 ：教務職員制度廃止により、技術職員に振り替え。ほぼ同時に部局内の

 諸事情により、学生時代含め、全く経験のない電子顕微鏡の業務に変

 更（定年まで20年あれば、一仕事できるだろうという楽観的な感覚。決

して装置が好きなわけでも分析がしたかったわけでもなく、むしろ苦手な方

だった）。

・H26.4：技術専門員に昇任（49）

・H27.4：農学研究科技術部技術長（50）

・H29.4：統括技術専門員に昇任（52）

・R元.4～R3.3：情報・ネットワーク群代表（54、これ以降が管理職）

・R3.4～R5.3：生物・生命科学群代表（56）

・R5.4～：総合技術部副部長  ~現在に至る（58）

1.自己紹介



1.自己紹介（R5.2実施のマネジメント研修の一部）

典型的な楽天的な
黄色人間でした



【総合技術部職群の構成について】

統括技術
専門員

技術
専門員

技術
専門職員

技術
一般職員

小計
再雇用
職員

総計

加工・開発群 1 5 19 34 59 2 61

電子回路・測定・実験群 2 6 24 15 47 1 48

分析・評価・観測群 3 6 34 21 64 3 67

生物・生命科学群 1 3 33 13 50 2 52

情報・ネットワーク群 8 24 13 45 3 48

安全・保守管理群 4 1 26 10 41 1 42

計 11 29 160 106 306 12 318

➣令和5年4月1日現在の総合技術部の構成：318名（うち再雇用職員12名）

➣「お久しぶり～！」と言える方：199名

➣顔と名前と部局と職群が一致する方：139名

➣名前だけわかる方：70名



2．総合技術部の組織について

技術研究会担当部会

男女共同参画部会



2．総合技術部の組織について

CFCマネジメント研修担当部会

CFC地区研修担当部会

CFCプレーヤー研修担当部会



2．総合技術部の組織について



３．東北地区支部研修について

すみません
令和2年度の会議資料です



３．東北地区支部研修について



【東北地区国立大学法人等技術職員研修企画作業部会】にて毎年、研修について企画・検討





【東北地区国立大学法人等技術職員研修企画作業部会】

メンバー：弘前大学、岩手大学、秋田大学、東北大学、山形大学、鶴岡高専

仙台高専（広瀬キャンパス、名取キャンパス）、東北大学人事企画課長

＊毎年のメンバーの確認、企画作業部会開催の案内・資料の作成等は全て、

「企画作業部会に関する庶務は、東北大学が処理する」となっているため、東

北大学人事企画部人事総務係が担当している（資料の準備は一部、部会長が

担当する）。

＊これまでは、東北地区研修に関する検討のみを行う部会だったが、今後は人材

育成に必要になる研修や採用試験に関することやその他、各大学高専での諸問

題を検討できる場にすることとなった。

３．東北地区支部研修について



４．おわりに（自分自身へ＆皆さんへ）

・今、自分が仕事をできているのは「もしかしたら、本当は自分がやるべき

だったかもしれない仕事を誰かがやってくれているから」という気持ちを

忘れないようにと思っています。

・もしも、いつか、自分の仕事に自信が持てなくなってしまったら「今の状況は

 自分の将来に絶対役に立つ」と思っていただけたら。。。

・仕事をしていく上で、何か決断をしなければならない時、それがうまくいかな

  かったとしても、それを他人のせいにしないような決断をしていただけたら。。。
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